






























































 第一の点に関しては、欧米の第二言語習得研究を整理した Baker によると、子
どもの言語能力は「伝達言語能力（BICS：basic interpersonal communicative skills）」
と「学習言語能力（CALP：cognitive/academic language proficiency）」に区別して





































































 インタビューは、一人当たり 2 時間から 3 時間、半構造化の方法でおこなった。
聞き取りの項目は、成育歴、学校生活、使用言語、親の教育への態度、母国との
つながり、友人関係、進路選択、将来展望等である。聞き取った内容は、許可を





































































































 2，3 年に一度は中国へ行き、1，2 週間滞在していたが、その間の親戚との会話
は両親が通訳してくれた。日本在住の親戚はいなかったが、近所に中国人家族が






















 成績は中の上で、5 段階で 4 と 3 が多かった。ミカの場合も、数学に関しては
留保が必要かもしれないが、中学生の頃までには、概ね日本語における「学習言
語能力」を身につけていたと考えられる。中学生の頃も、やはり、近所に中国人
家族が住んでいて、中国語教室が開かれていたため、2 年から 3 年くらい通い、
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【事例 4 カモン】 













にも中国から来た児童が 5, 6 人いて、周りの人に聞かれたくない内容等は中国語
で話すこともあり、6 年生の時に中国語を話すのをやめるように先生に怒られた
ことがあるという。 
 放課後は小 4 の頃までは学童に通い、小 3 の頃から近所の中国人が教えてくれ
る英語の教室と、中国語の教室にそれぞれ週に一回通っていた。中国語教室では、




























































































                                                                 
2 メイリンの場合、両親間の使用言語は標準語（普通話）でなく、出身地方の方言である。 
神田外語大学紀要第29号 
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※ 本稿は、平成 27 年度神田外語大学研究助成「多言語を背景に持つ学生の言語発達とキャ
リア形成」（個人研究）による研究の成果の一部です。 
